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I.は じ め に

わが国では未成年者喫煙禁止法により20歳未満の者

の喫煙は禁止されているが,現実には多くの青少年が

喫煙していることは事実である1)~3)。喫煙習慣は容易

に形成され,一度身につくと断ち難いことや喫煙開始

年齢が早いほど健康への影響が大きいこと4)から,青

少年に対してタバコを吸い始めないように働きかける

いわゆる喫煙防止教育は極めて重要である。

セルフェスティーム5)は自尊心,自尊感情,自己評価

などと訳され,人のとる行動はこのセルフェスティー

ムの影響を強く受けている6)･7)。学校教育の場面では低

いセルフェスティームの発現とみられる行動,例えば

攻撃性,反社会行動,抑うつ,学業不振,非社会行動

など8)が数多く認められている。植田9)は高校生を対象

として,思春期におけるセルフェスティームと喫煙・

飲酒・薬物使用との関連を追究し,セルフェスティー

ムは思春期男子の喫煙ならびに将来の喫煙意思に関連

する要因の一つであると指摘している。また,川畑

ら1o)~12)は小・中学生の喫煙経験者は未経験者に比べ

て,｢学習｣と｢全般｣の領域におけるセルフェスティー

ム得点が低く,また,ライフスキルと生活習慣の関係

を縦断的に追跡した研究では,健康的な生活習慣を実

践している青少年のセルフェスティームは実践してい

ない青少年よりも全般的に高いと報告している。この

ように生活習慣にはセルフェスティームか大きく関与

していることが予想される。

本研究は,青少年のライフスタイル改善に向けてセ

ルフェスティームと生活習慣との関係を明らかにする

ことを目的として行った。本論文においては小学生の

セルフェスティームと喫煙に関する行動・態度との関

連を追究した。

II.調 査 方 法

1.調査対象

調査対象は愛知県下の小学校4校,長野県下の小学

校1校の5~6年生1037名である。対象者の性別,学

年別の人数は表1に示す。

2。調査時期

調査は平成10年9月30日~平成10年11月2日にかけ

て各小学校において実施した。

表1.対象者の学年別・性別人数

3。調査方法

調査は無記名自己記入法とし,クラス担任に調査票

の配布,回収を依頼した。回答した内容についての秘

密保持のために,記入後の調査票は同時に配布した封

筒に入れさせ封をさせた。調査票を記入している間は

クラス担任が机間巡視をしないように求めた。

4。調査内容

調査内容は以下の項目である。

(1)喫煙に関する行動

1)喫煙経験,2)一ヶ月間の喫煙状況,3)禁煙
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圧力行動①,②,4)たばこ煙からの回避行動

(2)喫煙に関する態度

1)将来の喫煙意思,2)喫煙者に対するイメージ,

3)受動喫煙に対する反応,4)喫煙の勧誘の断り

(3)喫煙に関する環境

1)父親の喫煙習慣,2)母親の喫煙習慣,3)兄

の喫煙習慣,4)姉の喫煙習慣,5)親しい友達の喫

煙習慣

(4)セルフェスティーム尺度

1)全般,2)学習,3)友人,4)運動,5)身

体,6)家族

5。分析方法

(1)喫煙に関する行動と態度

喫煙に関する行動や態度を総合的に判断するため

に,1)喫煙経験,2)一ヶ月間の喫煙状況,3)禁

煙圧力行動①,4)禁煙圧力行動②,5)たばこ煙か

らの回避行動,6)将来の喫煙意思,7)喫煙者に対

するイメージ,8)受動喫煙に対する反応,9)喫煙

の勧誘の断りの9項目をとりあげ,以下に示す好まし

い状況であれば1点,そうでなければO点とし,9項

目の合計を非喫煙得点とした(O~9点)。従って,得

点が高いほど喫煙に関する行動・態度が好ましい状況

と言える。

1)喫煙経験:今までにたばこを一口も吸ったこと

がない。

2)一ヶ月間の喫煙状況:この一ヶ月間喫煙をして

いない。

3)禁煙圧力行動①:身体に悪いからやめてと言っ

たことがある。

4)禁煙圧力行動②:不快だからやめてと言ったこ

とがある。

5)たばこ煙回避行動:たばこを吸っている人が隣

りに来た時他の場所へ移る。

6)将来の喫煙意思:20歳の時喫煙していない。

7)喫煙者に対するイメージ:喫煙者は格好悪い。

8)受動喫煙に対する反応:受動喫煙は感じ悪い。

9)喫煙の勧誘に対する態度:友達がたばこを勧め

られたら断れる。

(2)セルフェスティーム

セルフェスティームの測定には,「全般」「学習」「友

人」「運動」「身体」「家族」の6つの尺度を用いた。

1)「全般」の尺度

「全般」の測定にはROSenberg13)のセルフェスティー

ム尺度日本語版10項目14)を使用した。採点は4点の

Likert型尺度として行い,最もセルフェスティームが

高い場合は40点,最も低い場合10点となる。

2)「学習」「友人」「運動」の尺度

「学習」「友人」「運動」の測定にはHarterの認知

されたコンピテンス(自己有能感)測定尺度の日本語

・㎜

版15)を用いた。 Harterの尺度は元来「学習」「友人」

「運動」「全般」の4つからなり,それらはそれぞれ7

つの質問項目(合計28項目)から構成されているが,

本研究では「全般」の測定にRosenberg14)の尺度を用

いたので, Harterの尺度から「全般」を除いた「学習」

「友人」「運動」の3つの下位尺度合計21項目を使用し

て,それぞれに対する認知されたコンピテンス尺度を

測定した。回答形式は4段階評定で行い,コンビテン

スを最も高く認知している反応とみられる回答を4

点,最も低く認知している反応の回答を1点とし,「学

習」「友人」「運動」の尺度ごとに合計得点(7~28点)

を求めた。

「学習」16)は学業をうまくやっていける認知能力(コ

ンピテンス)であり,勉強が良くできる,頭がきれる,

教室での仕事を楽しく感じている子どもはセルフェス

ティームが高い。「友人」16)は仲間と一緒にやっていけ

る社会的能力(コンピテンス)であり,たくさんの友

達がいる,好きになりやすい,クラスの中の重要なメ

ンバーになると感じている子どもはセルフェスティー

ムが高い。「運動」16)はスポーツやアウトドアのゲーム

に焦点を当てた身体的な能力(コンピテンス)であり,

運動が良くできる,新しいアウトドアのゲームを容易

く身につけることができる,単に他の人の運動を見て

いるよりも運動することを好むと感じている子どもは

セルフェスティームが高い。

3)「身体」と「家族」の尺度

「身体」と「家族」の測定にはPopeの尺度法の日

本語版20項目(各下位尺度10項目)17)を用いた。採点は

3点のLikert型尺度として行い,それぞれ最も高く認

知している反応の回答を3点,最も低く認知している

反応の回答を1点と得点化し,「身体」と「家族」の合

計点(10~30点)を求めた。

「身体」18)のセルフェスティームは自分の体の見ばえ

や動きに満足しているかどうかに基づき,「家族」18)で

のセルフェスティームは家族の一員としての自分につ

いての感情を表している。自分が家族の中で価値ある

メンバーであると感じている子ども,自分が独自の貢

献をしていると感じている子ども,そして親や同胞か

ら愛と尊敬を受けていると感している子どもはこの領

域で高いセルフェスティームを持つ。

6。比較方法

データ処理に当たっては名古屋大学大型計算機セン

ターFACOM M-382を使用し,演算にはSPSS第9

版を用いた。各質問項目の回答の割合の比較にはχ2

検定を,2群間の平均値の差の検定にはt検定を,多群

間の平均値の差の検定には一元分散分析を行い,

Tukey-bの検定(有意水準は5%)を使用した。
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表2.喫煙に関する好ましい行動・態度の性別比較

**:Pく0.01,*:P<0.05,df=1

IⅡ｡調 査 結 果

1.喫煙に関する行動と態度の性別比較

(1)喫煙に関する行動

表2に示すように,喫煙未経験者は全体では88.2%

あった。性別では男子84.4%,女子92.4%であり,女

子の方に喫煙未経験者が有意に多かった｡「この一ヶ月

間喫煙していない」は全体97.6%,男子96.3%,女子

99.0%であり,女子の方が有意に高かった。また,表

にはないが,喫煙経験者の「一ヶ月間喫煙していない」

は全体80.8%,男子76.8%,女子89.5%であり,性別

に差はなかった｡「身体に悪いからやめてと言ったこと

がある」は全体40.8%,男子36.9%,女子45.0%であ

り,女子の方が有意に高かった。また,「不快だからや

めてと言ったことがある」は全体22.6%,男子21.7%,

女子23.5%であり,性別に差はみられなかった。たば

こを吸っている人が隣りに来たとき「他の場所へ移る」

は全体で53.0%,男子49.7%,女子56.6%であり,女

子の方が有意に高かった。

(2)喫煙に関する態度

表2に示すように,「20歳の時喫煙していない」は全

体で44.3%,男子38.6%,女子50.4%となり,女子の

方が有意に高かった。喫煙者に対するイメージでは,

格好悪いが全体40.6%,男子35.6%,女子46.0%であ

り,女子の方が有意に高かった。

受動喫煙を「感じ悪い」とする者は全体で76.1%,

男子70.5%,女子82.1%であり,女子の方が有意に高

かった。また,「友達からの喫煙の勧めを断れる」は全

体70.5%,男子67.2%,女子74.1%であり,女子の方

が有意に高かった。

2。喫煙に関する行動・態度・環境の喫煙経験別比較

男子では表3に示すように,喫煙に関する行動にお

いて有意差がみられたものは「たばこを吸っている人

が隣りに来たとき他の場所へ移る」の項目であり,喫

煙未経験者の方が高かった。

喫煙に関する態度に有意差がみられたものは「20歳

の時喫煙していない」「受動喫煙は感じ悪い」「喫煙の

勧めを断れる」の3項目で,いずれも喫煙未経験者の

方が有意に高かった。

喫煙環境すなわち周囲の人間の喫煙状況において有

意差がみられたのは父親,母親,兄,親しい友達の4

項目であり,いずれも喫煙未経験者の方が周囲の人間

が喫煙しない割合が高かった。

女子では表4に示すように,喫煙に関する行動にお

いては喫煙経験の有無による違いはみられなかった。

喫煙に関する態度に有意差がみられたものは「20歳の

時喫煙していない」「受動喫煙は感じ悪い」「喫煙の勧

めを断れる」の3項目でいずれも喫煙未経験者の方が

高かった。

喫煙環境において有意差がみられたのは母親,姉,

親しい友達の3項目であり,いずれも喫煙未経験者の

方が周囲の人間が喫煙しない割合が有意に高かった。

3。セルフェスティーム得点の性別比較

表5に示すように,「全般」「友人」「運動」「身体」

の4尺度で性別に有意差が認められ,いずれも男子の

セルフェスティームが高かった。

4。喫煙に関する行動・態度・環境からみたセルフェ

スティーム得点

男子では表6に示すように,最も多くのセルフェス

ティーム尺度で有意差がみられたのは「たばこを吸っ

ている人が隣りに来ると場所を移る」と態度の「喫煙

の勧誘を断れる」の2項目であり,ともに「全般」「学

習」「家族」「身体」の4尺度において,好ましい状況
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喪3.喫煙に関する好ましい行動・態度・環境の喫煙経験別比較(男子)

**:P<0.01,*:P<0.05, df=l

表4.喫煙に関する好ましい行動・態度・環境の喫煙経験別比較(女子)

**:P<0.01,*:P<0.05,df=1
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表5.尺度別にみたセルフェスティーム得点の平均値と標

準偏差

の者のセルフェスティームが高いことが認められた。

次いで,多いのは｢身体に悪いからやめてと言ったこ

とがある｣｢20歳の時喫煙していない｣の2項目であり,

それぞれ3つの尺度で有意差が認められ,いずれも好

ましい状況でる者のセルフェスティーム得点が高かっ

た。

また,尺度別にみたとき最も多く有意差がみられた

のは「学習」であり,「喫煙する父はいない」「喫煙す

る姉はいない」「喫煙する友達はいない」の3項目を除

いた11項目において差が認められた。次は「家族」で

あり,「喫煙経験がない」「一ヶ月間喫煙をしていない」

「たばこを吸っている人が隣りに来ると場所を移る」

「20歳の時喫煙していない」「受動喫煙は感じ悪い」「喫

煙の勧めを断れる」「喫煙する姉はいない」の7項目に

有意差がみられた。いずれも好ましい状況である者は

そうでない者よりセルフェスティーム得点が高かっ

た。

女子では表7に示すように,最も多くの尺度で有意

差がみられたのは「喫煙の勧めを断れる」であり,「全

般」「友人」「学習」「家族」「身体」の5尺度において,

好ましい実践をしている者のセルフェスティームが高

いことが認められた。次いで多いのは「20歳の時喫煙

していない」「喫煙者は格好悪い」「受動喫煙は感じ悪

い」の3項目であり,いずれも「全般」「学習」「家族」

表6.喫煙に関する行動・態度・環境からみたセルフェスティーム得点の平均値と標準偏差

t検定:**:P<0.01,*:P<0.05
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表7.喫煙に関する行動・態度・環境からみたセルフエスティーム得点の平均値と標準偏差

t検定:**:Pく0.01, *:P<0.05

「身体」の4尺度において,好ましい状況である者の

セルフェスティームが高かった。

また,尺度別にみて最も多く有意差がみられたのは

「学習」の9項目であり,それらは「喫煙経験がない」

「一ヶ月間喫煙していない」「不快だからやめてと言っ

たことがある」「20歳の時喫煙していない」「喫煙者は

格好悪い」「受動喫煙は感じ悪い」「喫煙の勧めを断れ

る」「喫煙する父はいない」「喫煙する母はいない」の

9項目であった。次に多く有意差がみられたのは「全

般」と「家族」であった。「全般」においては「不快だ

からやめてと言ったことがある」「たばこを吸っている

人が隣りに来たら場所を移る」「20歳の時喫煙していな

い」「喫煙者は格好悪い」「受動喫煙は感じ悪い」「喫煙

の勧めを断れる」であった。一方,「家族」では「喫煙

経験がない」「たばこを吸っている人が隣りに来たら場

所を移る」「20歳の時喫煙していない」「喫煙者は格好

悪い」「受動喫煙は感じ悪い」「喫煙の勧めを断れる」

の6項目で有意差がみられた。有意差がみられたいず

-

れにおいても好ましい状況である者のセルフェス

ティーム得点が高かった。

5。非喫煙得点からみたセルフエステイーム得点

喫煙に関する行動および態度の9項目について好ま

しい状況を示す非喫煙得点(O~9点)とセルフエス

ティーム得点を比較すると,男子では表8に示すよう

に,非喫煙得点の分布は高群146人(At .i/o).中群259

人(48.1%),低群134人(24.8%)であった。高群と

中群を比較すると,「全般」「学習」「運動」の3尺度に,

高群と低群の間では「全般」「学習」「家族」「身体」の

4尺度に,中群と低群の間では「家族」に有意差がみ

られた。いずれの尺度においても喫煙に関する行動お

よび態度の好ましい状況を示す非喫煙得点が高い者の

セルフエスティーム得点が高かった。

女子では表9に示すように,非喫煙得点の分布は高

群171人(34.3%),中群268人(53.8%),低群59人(11.

8%)であった。高群と中群の間では「全做」「家族」
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表8.非喫煙得点からみたセルフェスティーム得点の平均値と標準偏差

男子539名の非喫煙得点の平均値(標準偏差)=5.0(2.1)

表9.非喫煙得点からみたセルフエスティーム得点の平均値と標準偏差

女子498名の非喫煙得点の平均値(標準偏差)=5.7(1.8)

「身体」の3尺度に,高群と低群の間では「全般」「学

習」「家族」「身体」の4尺度に,中群と低群の間では

「全做」「学習」「家族」「身体」の4尺度に有意差がみ

られた。いずれの尺度においても非喫煙得点が高い方

がセルフェスティーム得点が高かった。

IV.考 察

本研究における喫煙経験者率は5年生男子13.7%,

6年生男子17.0%, 5年生女子6.3%, 6年生女子8qO/

であった。 JKYB19)の調査によれば,5年生男子13%,

6年生男子22%, 5年生女子5%, 6年生女子9%で

あり,本調査結果とほぼ一致する。性別で喫煙経験車

を比較すると男子の方が女子より多かった。このこと

は,川畑2o)も指摘しており,わが国の喫煙行動の特徴だ

としている。中学校学習指導要領21)では,喫煙と健康に

関する教育は中学校3年生で取り上げられているが,

今回の調査結果やJKYB19)の調査をみると,小学校高

学年ですでに10%を越える児童が喫煙を経験してい

る。著者ら22)は一度でもたばこを口にすると将来の喫

煙の可能性が増すこと,さらに小学校低学年の喫煙防

止教育は十分可能であると指摘23)していることから

も,喫煙経験者が多くなる中学生からではなく,小学

校低学年からの指導が望まれる。

今回の調査結果では,喫煙に関する行動や態度にお

いては女子の方が多くの項目で好ましい状況であるこ

とが分かった。喫煙に関する行動・態度を喫煙未経験

者と経験者で比較すると,男女ともに「一ヶ月間の喫

煙状況」「20歳の喫煙意思」「受動喫煙の反応」「喫煙の

勧誘に対する断り」の4項目において,喫煙未経験者

の方が好ましい状況であった。著者ら22)は先に喫煙経

験や将来喫煙する意思のある者に喫煙に対して好意的

イメージを持っている者が多かったことを報告してお

り,喫煙防止教育を行うに当たって喫煙に対して好意

的なイメージを低下させる必要がある。

JKYB2o)の喫煙行動に関する研究によれば,わが国

の青少年の場合,周囲の人々の喫煙行動の影響が大き

いことが確かめられており,両親共に喫煙者である高

校生の喫煙率は両親共に非喫煙者である高校生の約2

倍となっている。また,喫煙する兄姉の数が2人以上

では男子の59%,女子の32%が喫煙しており,喫煙す

る兄姉がいない場合の約3~4倍となっている。友人

の影響は最も大きく,喫煙する友人がいない高校生の

喫煙者率は男子5%,女子2%に過ぎないが,喫煙す

る友人が2人以上いる高校生の喫煙者率は男子50%,

女子46%に達すると報告している。同調査2o)によれば,

小学校の段階では両親の影響が強く,年齢が進むにつ

れて兄姉や友人の影響が強くなることを明らかにして

いる。本研究においても「母親が喫煙している」「同性

の兄姉が喫煙している」「喫煙する友達がいる」は喫煙

経験者の方が多かった。川畑2o)は,社会学習理論によれ

ば人は自分にとって重要な人物の行動を観察しそれを

真似ようとする。もし,青少年の周囲に喫煙する人々
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が多かったり,たばこの宣伝・広告や,テレビ番組に

登場する魅力的な人物がたばこを吸っていたとした

ら,青少年はそれを見てたばこを吸うことは社会的に

容認された行動であると考えるだけではなく,自分か

そうした魅力的な人物になるためにはたばこを吸う必

要があると考えるようになるだろうと報告している。

このことより,小学生に対する喫煙防止教育の効果を

上げるためには,学校だけでなく家庭を含む社会のい

くつかの場面で喫煙防止対策を推進させていくことが

大切である。

セルフエスティームの測定には,「全般」「友人」「学

習」「運動」「身体」「家族」の6尺度を用いた。「全般」

「友人」「運動」「身体」においては性差が認められ,

男子の方が有意に高かった。小・中学生のセルフエス

ティームを調べた川畑1o)~12)も全般的に男子のセルフ

エスティームが高いことを指摘している。今回の調査

結果では学校別,学年別にはセルフエスティーム得点

に有意差はみられなかった。「全做」「友人」「学習」「運

動」「身体」「家族」の各セルフエスティーム尺度間で

はすべてに相関関係が認められた。

喫煙の行動・態度とセルフエスティームとの関連で

は男女とも「全般」「学習」「家族」「身体」の尺度にお

いて,行動・態度が好ましい状況である者とそうでな

い者のセルフエスティーム得点に差がみられ,好まし

い状況である者の方のセルフエスティーム得点が高

かった。特に「学習」の尺度では,多くの項目におい

て差がみられた。喫煙に関する14項目のうち男子では

11項目に,女子では9項目において喫煙に関する好ま

しい行動・態度・環境の者のセルフエスティームが高

いことが分かった。

「友人」の尺度に関しては,男子の「身体に悪いか

らやめてと言ったことがある」と女子の「喫煙の勧め

を断れる」とする者のセルフエスティーム得点が高

かったが,それ以外では関連が認められなかった。

Emery24)らは,セルフエスティームの「友人」の尺度は

喫煙行動との関係が認められないという理由で使用し

ていない｡川畑は10)仮説的には喫煙者は自分と同様の

行動をとる仲間集団に加わることによって,あるいは

喫煙の勧めを受け入れて,そうした仲間集団にはいる

ことによって,彼らなりに「友人」に関するセルフエ

スティームのレベルが保たれるので,喫煙行動と「友

人」のセルフエスティームレベルとの間に明確な傾向

が認められないとしている。今回の結果も同様の理由

から「友人」の尺度と喫煙に関する行動や態度の各項

目との間に差がみられなかったと考える。

「運動」の尺度に関しては,女子では「喫煙する友

達がいる」者と「いない」者でセルフエスティーム得

点に差がみられ,友達がいるとした者のセルフエス

ティームが高かった。川畑1o)は,小･中学生のセルフエ

スティームは「運動」の尺度に関しては喫煙経験者の

方が喫煙未経験者よりも高い傾向にあったと報告して

いる。この「運動」の尺度に関連して,川畑1o)の結果と

今回の結果の共通点は,喫煙に関する行動・態度が好

ましくない者のセルフエスティーム得点が高かったこ

とであり,他の尺度と逆転していることである。詳細

については今後追究する必要がある。

非喫煙得点からみたセルフエスティーム得点は男女

とも「全般」「学習」「家族」「身体」に関して,高群と

低群の間で有意差がみられ,非喫煙得点が高い者ほど,

セルフエスティーム得点が高かったが,「友人」に関し

ては群間に有意差はみられなかった。

本研究では,喫煙に関する行動・態度の項目の多く

で,それぞれ好ましい状況である者の方がそうではな

い者よりセルフエスティームが高かった。また,非喫

煙得点が高い者は「全般」「学習」「家族」「身体」の尺

度のセルフエスティーム得点が高かった。これらのこ

とから喫煙に関する行動・態度・環境とセルフエス

ティームとの関連は大きく,青少年の喫煙対策には子

どもたちをより多くの好ましい喫煙行動・態度・環境

で生活させるとともに,セルフエスティームを高める

教育を同時に実践することが重要であることが窺え

る。セルフエスティームを高めるには学業達成や社会

的役割遂行などの成功経験を与え,精神的,感情的自

己概念などを形成させるような機会を工夫するような

教育指導が必要であること25)が指摘されており,これ

らの目的達成のためには保健教育,保健指導の場だけ

でなく,学校教育の多くの場面さらに家庭においても

同時に実施されることが好ましい。

V.要 約

小学校5・6年生1037名(男子539名,女子498名)

を対象に,喫煙に関する行動・態度・環境とセルフエ

スティームとの関連を追究し,以下に示す結果を得た。

(1)喫煙に関する行動・態度を性別に比較すると,

「不快だからやめてと言ったことがある」を除いた8

項目すべてに有意差が認められ,いずれも女子の方が

好ましかった。

(2)喫煙に関する行動・態度・環境を喫煙経験別に

比較すると,男子では14項目中9項目において,また,

女子では7項目において喫煙経験者より未経験者の方

が好ましい行動・態度が多かった。

(3)喫煙に関する行動・態度・環境の14項目とセル

フエスティーム6尺度とは,多くの項目と尺度間に関

連がみられ,その中で最も多く有意差がみられたのは,

男子では「たばこを吸う人が隣りに来たらその場を移

る」と「喫煙の勧めを断れる」の2項目であり,とも

に「全般」「学習」「家族」「身体」の4尺度において,

好ましい状況である者のセルフエスティーム得点が高

かった。女子では「喫煙の勧めを断れる」の1項目で

あり,「全般」「友人」「学習」「家族」「身体」の5尺度
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において,好ましい状況である者のセルフエスティー

ム得点が高かった。

(4)非喫煙得点別にセルフエスティームを比較する

と,男子では喫煙の行動・態度について好ましい状況

であることを示す高群と好ましくない状況を示す低群

では「全般」「学習」「家族」「身体」の4尺度において,

高群と中群の間では「全般」「学習」「運動」の3尺度

において,中群と低群の間では「家族」においてそれ

ぞれ非喫煙得点が高い群ほどセルフエスティーム得点

が高かった。女子の高群と中群の間では「全般」「家族」

「身体」の3尺度において,高群と低群および中群と

低群の間ではいずれも「全般」「学習」「家族」「身体」

の4尺度において非喫煙得点が高い群ほどセルフエス

ティーム得点が高かった。

以上のことより,喫煙に関する行動・態度・環境と

セルフエスティームの関連は大きく,喫煙に関する行

動・態度・環境が好ましい状況である者ほどセルフエ

スティーム得点が高い。子どもの将来の非喫煙を考え

る場合,両親,友人等の周囲の非喫煙環境の拡大とセ

ルフエスティームの向上が極めて大切であることが示

唆された。

本研究の一部は,平成11年度文部省科学研究費補助

金(基盤研究C(2)課題番号11680184代表村松常司)によ

り実施した。
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